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第一部 【企業情報】

第１ 【企業の概況】

１ 【主要な経営指標等の推移】

 

回次 第49期 第50期 第51期 第52期 第53期

決算年月 平成21年３月 平成22年３月 平成23年３月 平成24年３月 平成25年３月

売上高 (千円) 3,878,5003,689,2443,806,5733,731,0593,485,346

経常利益 (千円) 89,319 96,706 90,947 100,588 75,551

当期純利益 (千円) 40,240 27,801 37,508 27,944 39,201

持分法を適用した場合の
投資利益

(千円) ─ ─ ― ― ―

資本金 (千円) 960,000 960,000 960,000 960,000 960,000

発行済株式総数 (株) 96,000 96,000 96,000 96,000 96,000

純資産額 (千円) 770,787 799,356 836,156 864,300 905,281

総資産額 (千円) 4,478,1284,307,6024,665,4314,313,7384,056,329

１株当たり純資産額 (円) 8,029.038,326.628,709.969,003.139,430.01

１株当たり配当額
(１株当たり中間配当額)

(円)
(円)

─
(─)

─
(─)

─
(─)

─
(─)

─
(─)

１株当たり当期純利益 (円) 419.17 289.59 390.71 291.09 408.35

潜在株式調整後
１株当たり当期純利益

(円) ─ ─ ― ― ─

自己資本比率 (％) 17.21 18.6 17.9 20.0 22.3

自己資本利益率 (％) 5.4 3.5 4.5 3.2 4.3

株価収益率 (倍) ─ ─ ― ─ ─

配当性向 (％) ─ ─ ― ─ ─

営業活動による
キャッシュ・フロー

(千円) 185,320 251,902 326,316 294,195 209,167

投資活動による
キャッシュ・フロー

(千円) △189,249△59,882△250,459△295,231△31,890

財務活動による
キャッシュ・フロー

(千円) △151,476△211,676 44,924△101,076△217,676

現金及び現金同等物
の期末残高

(千円) 181,731 162,075 282,856 180,744 140,345

従業員数
(外、平均臨時雇用者数)

(名)
213
(108)

221
(91)

220
(87)

208
(92)

205
(90)

(注) １　当社は連結財務諸表を作成しておりませんので、連結会計年度に係る主要な経営指標等の推移については、記載して
おりません。
２　売上高には、消費税等は含まれておりません。
３　持分法を適用した場合の投資利益につきましては、関連会社がないため、該当ありません。
４　潜在株式調整後１株当たり当期純利益につきましては、潜在株式が存在しないため、該当ありません。
５　従業員数は、就業人員数を表示しております。
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２ 【沿革】

 

年月 沿革

昭和35年４月 熊本振興株式会社の商号をもって資本金5,000万円で、熊本の観光施設を開発し、文化・経済の振

興を計る目的で、熊本県経済界の総意総力を結集し、昭和35年４月20日設立。

昭和35年10月熊本ホテルキャッスルの営業を開始。

昭和48年６月 ホテル改築工事のため営業を休止。

昭和50年８月 ホテル改築工事が竣工し営業を再開。

昭和51年12月国際観光ホテル整備法による登録(ホ第395号)。

昭和57年10月ホテル宴会場(２階)増築工事が竣工し営業を開始。

昭和59年６月 株式会社熊本ホテルキャッスルと商号を変更。

平成８年10月 東京エレクトロン株式会社より同社の研修センター(テル熊本クラブ)(熊本県菊池郡菊陽町)の運

営を受託し業務を開始。

平成11年６月 三井アーバンホテル銀座(現 ホテルコムズ銀座　東京都中央区)内に銀座桃花源を開設。

平成13年10月鶴屋百貨店(熊本市中央区)内に桃花源鶴屋店を出店し営業を開始。

平成13年11月ホテル２階にチャペルを新設し営業を開始。

平成15年10月桃花源鶴屋店(熊本市中央区)の店舗を拡張。名称をキャッスルワールドと変更し営業を開始。

平成18年10月ホテル１階東側のレストラン部分を改装し、オープンキッチンの和食・洋食のレストランをオー

プン。

平成23年３月 熊本城桜の馬場(城彩苑桜の小路)(熊本市中央区)内に夢あかりを出店し営業を開始。

平成23年３月 ホテル客室改装工事が竣工し営業を開始。

 

３ 【事業の内容】

当社の事業は、内外賓客の宿泊貸席及び宴会等のホテルの営業(国際観光ホテル整備法によるホテル業)を主と

して行っております。

当社の事業につきましては、ホテルと館外部門に区分し、ホテルを客室部門、食堂部門、宴会部門、その他部門の

４つに分け、以下の記載を行っております。なお、ホテルと館外部門の区分は、セグメントと同一の区分でありま

す。

また、当社には子会社がありません。

①ホテル

イ．客室部門……宿泊客への客室の提供他

ロ．食堂部門……レストラン、バーでの料理、飲物の提供他

ハ．宴会部門……宴会場での料理、飲物の提供他

ニ．その他部門……売店での物販、おせち料理の販売他

②館外部門……館外店舗での料理、飲物の提供他

 

［事業系統図］

該当ありません。
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４ 【関係会社の状況】

該当ありません。

 

５ 【従業員の状況】

(1) 提出会社の状況

①　セグメント別従業員数

平成25年３月31日現在

セグメント別区分 従業員数(人)

ホテル 162[71]

館外部門 29[17]

全社(共通) 14[ 2]

合計 205[90]

(注)　従業員数は就業人員であり、臨時従業員数は[　]内に年間の平均人員を外数で記載しております。

上記従業員数には使用人兼務役員は含みません。

 

②　平均年齢、平均勤続年数及び平均年間給与

平成25年３月31日現在

従業員数(人) 平均年齢(歳) 平均勤続年数(年) 平均年間給与(円)

205[90] 37.8 13.1 3,634,453

(注) １　従業員数は就業人員であり、臨時従業員数は[　]内に年間の平均人員を外数で記載しております。

上記従業員数には使用人兼務役員は含みません。

２　平均年間給与(税込)は、賞与及び基準外賃金を含みます。

 

(2) 労働組合の状況

労働組合はありません。なお、労使関係については、特に記載すべき事項はありません。
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第２ 【事業の状況】

１ 【業績等の概要】

(1) 業績

当期の国内経済は、東日本大震災からの復興需要等により、回復に向けた動きがみられましたが、世界経済の減

速などを背景に、景気は弱い動きとなりました。熊本市内のホテル業界においては、宿泊客数は持ち直し傾向にあ

るものの、婚礼においては、市内婚礼施設の競合により厳しい状況となりました。

このような状況にあって当社は、業界の競争激化に対応すべく、サービス・料理を含め商品力の向上に努める

と共に、季節ごとの企画商品の販売等、全社を挙げて懸命なセールスを実施し、収益向上に努めました。

その結果、婚礼のダンピング合戦での競争激化による受注減が大きく、当期の売上高は3,485百万円、前期に比

べて245百万円、6.6％の減収となりました。

一方、費用につきましては、売上高の大幅な減収に対応するため、全社員で経費を節減すると共に、役員報酬・

社員の賞与を一部減額し、節減に努め、営業費の合計は3,368百万円、前期に比べて218百万円の減少となりまし

た。

この結果、経常利益は75百万円、前期に比べて25百万円の減益となりましたが、当期は法人税率の引き下げ等に

より、法人税額等が減少し、当期純利益は、39百万円となり、前期に比べて11百万円の増益となりました。

セグメント別の業績は次のとおりであります。

①　ホテル

客室部門の売上は増収となりましたが、食堂部門、宴会部門他の売上は減収となり、売上高は、3,039百万円と前

年同期と比べ195百万円(6.0%)の減収となりました。

イ．客室部門

旅行業界は、震災後の回復に向けた動きで徐々に回復しております。当社は、インターネットによる宿泊プ

ランの提供、エージェント、一般企業、官公庁への販売活動を実施し、売上高は428百万円、前期に比べ21百万

円、5.3％の増収となりました。

ロ．食堂部門

各食堂において、季節ごとの新メニューの開発、催し物の開催、ＤＭの送付等、販売促進策を実施いたしま

したが、11階レストランバー「トゥール ド シャトー」の婚礼が競争激化により前期に比べ77百万円の減

で、婚礼以外は、前年並みとなりました。全体での売上高は822百万円、前期に比べ78百万円、8.7％の減収とな

りました。
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ハ．宴会部門

熊本市内の宴会・婚礼市場は、景気低迷と、市内の施設による競争が一段と激化いたしました。当社は、ご

婚礼・ご宴会を受注すべく、全社を挙げてサービス並びに料理の向上を図り、一丸となって販売に努めまし

た。その結果、一般宴会は、株主の皆様のご利用もあり、ほぼ前年並みとなりましたが、婚礼が競争激化により

前期に比べ、129百万円の減となりました。全体での売上高は1,704百万円、前期に比べ137百万円、7.4％の減

収となりました。

婚礼につきましては、体制の強化と婚礼商品の見直しを図り、徐々に受注が回復しております。

ニ．その他部門

売上高は83百万円、前期に比べ１百万円、2.1％の減収となりました。

②　館外部門

各店舗とも景気低迷により、ご来客数が伸びず、苦戦しております。

桜の馬場 城彩苑に出店の 肥後めしや「夢あかり」は、前期はオープン景気もありましたが、今期は城彩苑へ

の入場者が伸びず厳しい状況にあります。館外部門合計の売上高は446百万円、前期に比べて50百万円、10.1％の

減収となりました。

 

セグメント別売上状況
 

セグメント別区分 金額(千円) 前年同期比(％)

ホテル

客室部門 428,751 5.3

食堂部門 822,578 △8.7

宴会部門 1,704,499 △7.4

その他部門 83,360 △2.1

小計 3,039,190 △6.0

館外部門

テル熊本クラブ 69,750 △8.3

銀座桃花源 174,359 △9.0

キャッスルワールド 149,780 △5.0

夢あかり 52,265 △26.5

小計 446,156 △10.1

合計 3,485,346 △6.6

(注)　上記の金額には消費税等は含まれておりません。

 

 
(参考)収入別売上状況
 

収入別区分 金額(千円) 前年同期比(％)

室料収入 420,638 5.6

料理収入 1,796,731 △5.9

飲料収入 419,222 △3.9

その他収入 848,753 △14.0

計 3,485,346 △6.6

(注)　上記の金額には消費税等は含まれておりません。
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(2) キャッシュ・フローの状況

　当事業年度のキャッシュ・フローについては、営業活動により209百万円増加し、投資活動により31百万円減少

し、財務活動により217百万円減少し、この結果、現金及び現金同等物（以下「資金」という。）は40百万円の減

少となり、当期末残高は140百万円（前年同期比22.3％減）となりました。

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

　当事業年度において営業活動の結果得られた資金は、209百万円（前年同期は、得られた資金294百万円）とな

りました。これは、減価償却費229百万円を計上し、税引前当期純利益が74百万円となったことが主なものであり

ます。

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

当事業年度において投資活動の結果使用した資金は、31百万円（前年同期は、使用した資金295百万円）とな

りました。これは、有形固定資産の取得による支出28百万円が主なものであります。

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

　当事業年度において財務活動の結果使用した資金は、217百万円（前年同期は、使用した資金101百万円）とな

りました。これは、長期借入金の残高が前事業年度末に比べて217百万円減少（10.0％減）したことによるもの

であります。

 

２ 【生産、受注及び販売の状況】

当社はホテル業を主たる事業としているため、生産及び受注の状況は記載しておりません。また、販売の状況に

ついては、「１　業績等の概要」において記載しております。

 

３ 【対処すべき課題】

今後の見通しでありますが、景気の先行きは、なお厳しい状況にあります。当社の経営環境は、市内の各施設と

の更なる競争激化により、一層厳しい状況が予想されます。

当社では、婚礼の受注増を図るため、体制の強化と婚礼商品の見直しと共に、地下宴会場の改装を実施し、魅力

ある会場とすることにより、受注に努める所存でございます。

今後も如何なる経営環境の変化にも対応できる体力の強化と、引き続きサービス・料理を含め「さらに美味し

いホテル」をめざし、料理・飲み物等、地産地消を推進し、熊本をアピールすると共に、今後とも魅力あるホテル

づくりに努め、従来から実行してまいりました、地元の皆様に密着した営業活動を図り、業績の向上に努める所存

でございます。
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４ 【事業等のリスク】

有価証券報告書に記載した事業の状況、経理の状況等に関する事項のうち、投資者の判断に重要な影響を及ぼす可

能性のある事項には、以下のようなものがあります。

なお、文中の将来に関する事項は、当事業年度末現在において当社が判断したものであります。

⑴　無配当の継続について

当社は、当期において39百万円の当期純利益を計上しておりますが、繰越損失が当期末56百万円であり、繰越

損失の解消できる時期を断言できる状況にありません。したがって、配当の出来る時期等は定かではありませ

ん。

⑵　金利変動によるリスクについて

当社の銀行等からの借入金の残高は、平成24年３月末2,549百万円、平成25年３月末2,331百万円と、依然とし

て高い水準であり、短期借入金の返済を含めた運転資金等は、銀行からの新規の借入金に依存している状況にあ

ります。支払利息は、平成24年３月期56百万円、平成25年３月期51百万円であり、平成25年３月末の借入金残高に

おいて、契約による変動金利の割合が多くを占める状況にあります。

したがって、市場金利が上昇した場合の金利変動のリスクが存在しており、支払利息が急激に増加すれば、当

社の財政状況及び業績に悪影響を及ぼす可能性があります。

⑶　役員に関する重要な事項について

当社の銀行等からの借入金に対して、当社代表取締役社長の斉藤隆士が保証を行っております。

 

 

５ 【経営上の重要な契約等】

該当ありません。

 

６ 【研究開発活動】

該当ありません。
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７ 【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

文中の将来に関する事項は、当事業年度末現在において当社が判断したものであります。

(1) 経営成績の分析

当事業年度における売上高は、3,485百万円と前年同期と比べ245百万円（6.6％）の減収となりました。ホテ

ル客室部門の売上高が、428百万円と前年同期に比べ21百万円（5.3％）の増収となりましたが、ホテル食堂部門

の売上高が、822百万円と前年同期に比べ78百万円（8.7％）の減収となり、ホテル宴会部門の売上高が、1,704百

万円と前年同期に比べ137百万円（7.4％）の減収となったのが主な原因であります。

(2) 財政状態の分析

当事業年度末の総資産は、前年同期に比べ257百万円（5.9％）減少し、4,056百万円となりました。これは、有

形固定資産が3,377百万円と前年同期に比べ204百万円（5.7％）減少し、現金及び預金が248百万円と前年同期

に比べ40百万円（14.0％）減少したことが主なものであります。

(3) キャッシュ・フローの状況の分析

当事業年度末における現金及び現金同等物（以下、「資金」という。）は、140百万円と前年同期と比べ40百万

円（22.3％）減となりました。

当事業年度末に係る区分ごとのキャッシュ・フローの状況は以下の通りです。

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

当事業年度における営業活動により獲得した資金は、前年同期と比べ85百万円（28.9％）の減となりまし

た。これは、売上高が対前年6.6％減となり税引前当期純利益が74百万円と前年同期と比べ23百万円

（23.8％）の減益となり、退職給付引当金、未払費用が減少したこと等によるものであります。

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

当事業年度における投資活動により使用した資金は、前年同期と比べ263百万円（89.2％）の減となりまし

た。これは、有形固定資産の取得による支出が278百万円（90.8％）減少したこと等によるものであります。

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

当事業年度における財務活動により使用した資金は、前年同期と比べ116百万円（115.3％）の増となりま

した。これは、長期借入金の残高が前事業年度末に比べて217百万円（10.0％）減少したことによるものであ

ります。
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第３ 【設備の状況】

１ 【設備投資等の概要】

当事業年度の設備投資等の総額は26百万円であり、セグメント別の設備投資は、次のとおりであります。

⑴　ホテル

既存設備の維持投資額は22百万円で、その主なものは吸収冷凍機電気部品等取替工事、非常用発電機点検整

備工事であります。

なお、重要な設備の除却または売却はありません。

⑵　館外部門

重要な設備の新設、除却等はありません。

 

２ 【主要な設備の状況】

平成25年３月31日現在

セグメント
の名称

事業所名
（所在地）

土地

建物
(千円)

構築物
(千円)

機械及び
装置
(千円)

車両
運搬具
(千円)

工具、器具及
び備品
(千円)

合計
(千円)

従業
員数
(名)

面積
(平方
メート
ル)

金額
(千円)

ホテル
熊本ホテルキャッスル
(熊本県熊本市中央区)

4,919231,3532,903,37621,04724,8942,420141,7343,324,826176[73]

館外部門

銀座桃花源
(東京都中央区) ― ― 11,8142,1531,542 ― 6,888 22,39811[7]

キャッスルワールド
(熊本県熊本市中央区) ― ― ― ― 1,508 ― 637 2,1469[ 2]

夢あかり
(熊本県熊本市中央区) ― ― 22,9181,2503,564 ― 635 28,3684[ 3]

合計 4,919231,3532,938,10824,45131,5092,420149,8953,377,739―

(注) １　投下資本は有形固定資産の帳簿価額であります。

２　従業員数は就業人員であり、臨時従業員数は[  ]内に年間の平均人員を外数で記載しております。

　　上記従業員数には使用人兼務役員は含みません。

３　リース契約による主な賃借設備は下記のとおりであります。

 

セグメントの名称
事業所名
（所在地）

設備の内容
年間リース料
(千円)

リース契約残高
(千円)

ホテル
熊本ホテルキャッスル
(熊本県熊本市中央区)

事務機 759 759

(注)　上記の金額には、消費税等は含まれておりません。

 

３ 【設備の新設、除却等の計画】

当社の設備投資については、投資効率、業界動向等を総合的に勘案して策定しております。

なお、当事業年度末現在における重要な設備の新設、除却等の計画はありません。
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第４ 【提出会社の状況】

１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

① 【株式の総数】

 

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 192,000

計 192,000

 

② 【発行済株式】

 

種類
事業年度末現在発行数(株)
(平成25年３月31日)

提出日現在発行数(株)
(平成25年６月26日)

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 96,000 96,000
非上場及び店頭登録
はしておりません。

（注）１．２

計 96,000 96,000 ― ―

(注)　１　単元株制度を採用しておりません。

２　株式の譲渡制限に関する規定は次のとおりです。

　　当会社の発行する全部の株式について、譲渡による当該株式の取得には、取締役会の承認が必要です。

 

(2) 【新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

 

(3) 【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

 (4) 【ライツプランの内容】

該当事項はありません。

 

(5) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

 

年月日
発行済株式
総数増減数
(株)

発行済株式
総数残高
(株)

資本金増減額
 

(千円)

資本金残高
 

(千円)

資本準備金
増減額
(千円)

資本準備金
残高
(千円)

平成21年６月25日(注) ― 96,000 ― 960,000△368,000 ―

（注）　資本準備金をその他資本剰余金へ振替え、当該その他資本剰余金をもって繰越利益剰余金を欠損填補したものであり

ます。

 

(6) 【所有者別状況】
平成25年３月31日現在

区分
政府及び
地方公共団体

金融機関
金融商品
取引業者

その他の
法人

外国法人等 個人
その他

計
個人以外 個人

株主数
(人)

― 8 4 261 ― ― 232 505

所有株式数
(株)

― 7,290 1,75065,925 ― ― 21,03596,000

発行済株式総数
に対する割合(％)

― 7.6 1.8 68.7 ― ― 21.9 100
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(7) 【大株主の状況】

平成25年３月31日現在

氏名又は名称 住所
所有株式数
(株)

発行済株式総数
に対する所有株
式数の割合(％)

株式会社グランビスタ ホテル＆リゾート 東京都中央区新川１丁目26番９号 5,000 5.2

株式会社肥後銀行 熊本市中央区練兵町１番地 3,500 3.6

株式会社テレビ熊本 熊本市北区徳王町４４０番地 2,500 2.6

瑞鷹株式会社 熊本市南区川尻４丁目６番６７号 2,000 2.1

株式会社古荘本店 熊本市中央区古川町１３番地 1,990 2.1

アサヒビール株式会社 東京都中央区京橋３丁目７番１号 1,800 1.9

株式会社熊本放送 熊本市中央区山崎町３０番地 1,500 1.6

東亜シルク株式会社 熊本市中央区大江４丁目２番６６号 1,390 1.4

鹿島建設株式会社 東京都港区元赤坂１丁目３番１号 1,200 1.3

熊本トヨタ自動車株式会社 熊本市南区日吉２丁目１０番１号 1,200 1.3

株式会社熊本ファミリー銀行 熊本市中央区水前寺６丁目29番20号 1,200 1.3

計 ― 23,280 24.3

（注）　株式会社熊本ファミリー銀行は、平成25年４月１日に商号を「株式会社熊本銀行」に変更いたしております。

 

(8) 【議決権の状況】

① 【発行済株式】

平成25年３月31日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 ― ― ―

議決権制限株式(自己株式等) ― ― ―

議決権制限株式(その他) ― ― ―

完全議決権株式(自己株式等) ― ― ―

完全議決権株式(その他) 普通株式  96,000 96,000 ―

発行済株式総数 96,000 ― ―

総株主の議決権 ― 96,000 ―

 

② 【自己株式等】

平成25年３月31日現在

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義
所有株式数
(株)

他人名義
所有株式数
(株)

所有株式数
の合計
(株)

発行済株式総数に対する
所有株式数の割合

(％)

― ― ― ― ― ―

計 ― ― ― ― ―
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(9) 【ストックオプション制度の内容】

該当事項はありません。

 

２ 【自己株式の取得等の状況】
 

【株式の種類等】 該当事項はありません。
 

(1) 【株主総会決議による取得の状況】

該当事項はありません。

 

(2) 【取締役会決議による取得の状況】

該当事項はありません。

 

(3) 【株主総会決議又は取締役会決議に基づかないものの内容】

該当事項はありません。

 

(4) 【取得自己株式の処理状況及び保有状況】

該当事項はありません。

 

３ 【配当政策】

当社では、これまで業界のリーディングホテルとして、配当を可能とするべく、利益の出る企業体質、即ち黒字体

質の強化に努めてまいりました。

当社の剰余金の配当は、期末配当の年１回であり、配当の決定機関は、株主総会であります。

前期まで、25期連続して利益を計上しましたが、毎期の利益は小額である為、開業以来の繰越損失は依然56,747

千円であります。従いまして、当期の利益は全額繰越損失の補填に充てることにいたしました。

今後とも、株主の皆様の期待に応えるべく、業績の向上に全力で取り組む所存でございます。

 

４ 【株価の推移】

(1) 【最近５年間の事業年度別最高・最低株価】

当社株式は非上場非登録に付、事業年度別最高・最低株価は記載しておりません。

 

(2) 【最近６月間の月別最高・最低株価】

当社株式は非上場非登録に付、月別最高・最低株価は記載しておりません。
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５ 【役員の状況】

 

役名 職名 氏名 生年月日 略歴 任期
所有
株式数
(株)

代表取締役
社長

 斉　藤　隆　士 昭和17年８月29日

昭和36年10月

 〃 40年３月

 

 〃 46年９月

 〃 50年６月

平成３年４月

 〃 ７年６月

 〃 ９年６月

 〃 11年２月

 〃 11年６月

 〃 15年６月

 〃 21年４月

田村町「四川飯店」入社

株式会社札幌パークホテル(現株式会社

グランビスタ ホテル＆リゾート)入社

池袋「四川飯店」入社

当社入社　桃花源料理長

 〃 中国調理副部長 中国料理長

 〃 中国調理担当部長 理事就任

 〃 常務取締役就任 総調理長

 〃 常務取締役 総支配人 総調理長

 〃 専務取締役就任

 〃 代表取締役社長就任(現任)

熊本ゴルフ倶楽部理事長(現任)

(注)３ 240

専務取締役 総支配人 横　山　雄　治 昭和26年５月９日

昭和49年４月

 〃 50年７月

 〃 54年９月

 〃 60年９月

平成５年４月

 〃 ８年６月

 〃 11年２月

 〃 12年３月

 〃 13年６月

 〃 16年９月

 〃 19年６月

 〃 21年６月

 〃 23年６月

 〃 25年５月

岡山国際ホテル入社

当社入社

松山全日空ホテル入社

当社入社

 〃 食堂副部長食堂支配人

 〃 営業推進支配人

 〃 営業支配人

 〃 営業副本部長

 〃 取締役就任

 〃 取締役副総支配人

 〃 取締役総支配人

 〃 常務取締役総支配人

 〃 専務取締役総支配人

 〃 専務取締役総支配人兼宿泊支配人兼

料飲支配人就任(現任)

(注)３ 20

常務取締役 総料理長 川　上　洋　信 昭和26年８月５日

昭和45年４月

 〃 54年10月

 

 〃 56年７月

 〃 58年７月

平成11年３月

 〃 14年７月

 〃 15年９月

 

 〃 17年３月

 

 〃 22年10月

 〃 23年６月

 〃 25年６月

株式会社札幌パークホテル入社

松山総合開発株式会社 松山全日空ホテ

ル入社

有限会社昭太朗入社

当社入社

 〃 中国調理副部長

 〃 中国調理部長　中国副料理長

 〃 中国調理部長　中国副料理長銀座桃

花源総支配人総料理長

 〃 理事就任　中国副料理長銀座桃花源

総支配人総料理長

 〃 理事　中国調理部長　中国料理長

 〃 取締役中国料理長就任

 〃 常務取締役総料理長兼中国料理長就

任(現任)

(注)３ 20

取締役  與　縄　　　董 昭和５年７月25日

昭和28年４月

 〃 35年８月

 〃 39年９月

 〃 43年５月

 〃　〃 ９月

 〃 53年６月

平成７年５月

株式会社神戸製鋼所入社

熊本トヨタ自動車株式会社入社

　〃　常務取締役就任

　〃　専務取締役就任

　〃　代表取締役社長就任

当社取締役就任(現任)

熊本トヨタ自動車株式会社

代表取締役会長就任(現任)

(注)３ ―

取締役  上　野　景　昭 昭和21年７月８日

昭和48年４月

 〃 51年９月

 〃 57年１月

 〃　〃 ３月

 〃 59年12月

平成９年６月

株式会社同仁堂入社

　〃　取締役就任

　〃　取締役開発部部長

　〃　常務取締役就任

　〃　代表取締役社長就任(現任)

当社取締役就任(現任)

(注)３ ―
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役名 職名 氏名 生年月日 略歴 任期
所有
株式数
(株)

取締役  吉　村　浩　平 昭和14年12月23日

昭和39年４月

昭和58年２月

平成11年６月

 〃 13年10月

瑞鷹酒造株式会社(現瑞鷹株式会社)入社

　〃　代表取締役就任

当社取締役就任(現任)

瑞鷹株式会社 代表取締役就任(現任)

(注)３ 50

取締役  長　野　和　男 昭和21年１月11日

昭和44年12月

 〃 60年２月

平成４年５月

 〃 ５年３月

 〃 ８年４月

 〃 ９年２月

 〃 10年３月

 

 〃 11年３月

 〃 13年６月

 〃 14年11月

 〃 17年４月

熊本製糸株式会社入社

熊本製糸株式会社取締役社長(現任)

株式会社泗水社取締役(現任)

東亜シルク株式会社取締役

熊本繭繊維株式会社取締役

城北製絲株式会社取締役

東亜シルク株式会社

　　　取締役副社長

　〃　取締役社長(現任)

当社取締役就任(現任)

城北製絲株式会社取締役社長(現任)

熊本繭繊維株式会社取締役会長(現任)

(注)３ 60

取締役  出　田　敬　雄 昭和19年７月19日

昭和42年４月

 〃 45年８月

 〃 50年５月

平成元年４月

 

 〃 ６年８月

 〃 13年６月

 〃 21年８月

三機工業株式会社入社

出田実業株式会社入社

株式会社出田興発代表取締役就任

株式会社一条工務店熊本代表取締役社長

就任(現任)

出田実業株式会社代表取締役社長就任

当社取締役就任(現任)

出田実業株式会社代表取締役会長就任

(現任)

(注)３ ―

取締役  古　荘　貴　敏 昭和52年８月19日

平成12年４月

 〃 17年５月

 〃 18年５月

 〃 19年６月

 〃 23年４月

富士ゼロックス株式会社入社

株式会社古荘本店入社社長室長

　〃　取締役社長室長就任

当社取締役就任(現任)

株式会社古荘本店常務取締役(現任)

(注)３ ─

取締役  本　松　　　賢 昭和23年10月６日

昭和46年４月

平成３年７月

 〃 ５年７月

 〃 ８年４月

 〃 ９年７月

 〃 11年４月

 〃 11年６月

 

 〃 13年３月

 

 

 〃 13年６月

 

 

 〃 15年６月

 

 

 

 〃 17年６月

 

 

 〃 19年６月

 〃 20年６月

株式会社テレビ熊本入社

　〃　営業局営業部長

　〃　大阪支社長兼営業部長

　〃　東京支社長　局次長待遇

　〃　東京支社長　局長待遇

　〃　東京支社長　役員待遇

　〃　取締役(東京・大阪支社担当

東京支社長委嘱）

　〃　取締役(営業部門担当、東京・大阪・

福岡各支社担当並びに事業部門担当)

　〃　専務取締役(総括、営業部門・事業部

門担当、東京・大阪・福岡各支社担当並

びに経営戦略プロジェクト担当)

　〃　代表取締役専務(総括、営業部門・報

道制作部門担当、東京・大阪・福岡各支

社担当並びに経営戦略プロジェクト担

当)

　〃　代表取締役専務(経営全般　報道制作

部門担当並びに経営戦略プロジェクト担

当)

　〃　代表取締役社長(現任)

当社取締役就任(現任)

(注)３ ─
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役名 職名 氏名 生年月日 略歴 任期
所有
株式数
(株)

取締役  須　田　貞　則 昭和26年11月10日

昭和46年４月

 〃 50年10月

 〃 52年12月

 

平成13年３月

 

 〃 14年３月

 

 

 〃 16年２月

 〃 18年４月

 

 〃 19年６月

 〃 20年６月

 〃 20年６月

 

 

 〃 20年12月

 

 

 〃 21年８月

 

 

 

 〃 21年12月

 

 

 〃 22年６月

 

 〃 23年２月

 

 

 

〃 24年３月

 

 

 

〃 24年４月

 

〃 24年６月

名鉄観光サービス株式会社入社

株式会社ユウヤ入社

三井観光開発株式会社(現株式会社グラ

ンビスタ ホテル＆リゾート)入社

　〃　札幌グランドホテル・パークホテル

副総支配人兼札幌パークホテル支配人

　〃　理事札幌グランドホテル・パークホ

テル副総支配人兼札幌パークホテル支配

人兼札幌パークホテル宿泊支配人

　〃　理事鴨川シーワールド副総支配人

　〃　執行役員リゾート事業本部長兼鴨川

シーワールド総支配人

　〃　代表取締役社長

当社取締役就任(現任)

株式会社グランビスタ ホテル＆リゾー

ト取締役リゾート事業本部ハイウエイレ

ストラン事業本部管掌

　〃　取締役コンフォートオペレーション

事業本部リゾート・ハイウエイレストラ

ン事業本部管掌

　〃　取締役コンフォートオペレーション

事業本部管掌兼リゾート・ハイウエイレ

ストラン事業本部管掌グランビスタマネ

ジメントカレッジ校長

　〃　取締役営業本部長兼リゾート事業部

長兼グランビスタマネジメントカレッジ

校長

　〃　取締役副社長兼営業本部長兼グラン

ビスタマネジメントカレッジ校長

　〃　取締役副社長兼最高執行責任者(Ｃ

ＯＯ)兼札幌グランドホテル総支配人兼

グランビスタマネジメントカレッジ校長

　〃　代表取締役社長兼最高執行責任者

(ＣＯＯ)兼札幌グランドホテル総支配人

兼グランビスタマネジメントカレッジ校

長

　〃　代表取締役社長兼札幌グランドホテ

ル総支配人

　〃　代表取締役社長(現任)

(注)３ ―

取締役  藤　井　章　生 昭和41年５月30日

平成元年４月

平成５年４月

平成13年４月

 〃 13年９月

 〃 16年９月

 〃 18年９月

 〃 21年６月

株式会社日本長期信用銀行入行

西日本リース興発株式会社入社

株式会社レイメイ藤井入社

　〃　取締役

　〃　専務取締役

　〃　代表取締役社長(現任)

当社取締役就任(現任)

(注)３ ―
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役名 職名 氏名 生年月日 略歴 任期
所有
株式数
(株)

取締役  榎　田　孝　明 昭和23年４月７日

昭和46年４月

平成２年３月

 〃 ３年３月

 〃 ４年３月

 〃 ６年３月

 〃 ７年３月

 

 〃 ９年３月

 〃 10年３月

 〃 11年３月

 〃 13年７月

 〃 14年３月

 〃 14年６月

 〃 15年６月

 〃 18年４月

 〃 18年４月

 〃 18年７月

 〃 20年６月

 〃 20年６月

 〃 21年６月

 〃 22年６月

 

〃 24年６月

株式会社熊本日日新聞社入社

　〃　事業部長

　〃　業務推進部長

　〃　福岡支社長（部長同等職）

　〃　大阪支社長（部長同等職）

　〃　大阪支社長（部長同等職）兼営業部

長

　〃　広告整理部長

　〃　広告編成部長

　〃　事業局次長

　〃　事業局長

　〃　経営統括本部付調査役（局長同等

職）

株式会社熊日輸送センター専務取締役　

　〃　代表取締役社長

　〃　代表取締役社長 退任

株式会社熊本日日新聞社 役員待遇

株式会社熊日広告社代表取締役社長

　〃　代表取締役社長 退任

株式会社熊本日日新聞社取締役広告局長

　〃　常務取締役広告担当

当社取締役就任(現任)

株式会社熊本日日新聞社業務顧問(現任)

(注)３ ―

取締役  久　我　彰　登 昭和30年12月31日

昭和53年３月

平成９年５月

 〃 13年３月

 〃 13年５月

 

 〃 14年４月

 

 〃 20年２月

 〃 21年３月

 

 〃 23年５月

 〃 23年６月

株式会社鶴屋百貨店入社

　〃　経営戦略室 企画室次長

　〃　経営戦略室 ビプレス開発室室長

　〃　取締役 経営戦略室 ビプレス開発室

室長

　〃　取締役 経営企画部長 兼）エリア事

業部管掌

　〃　取締役 総合企画部主管 兼 部長

　〃　取締役 総合企画部主管 兼 業務部

主管

　〃　代表取締役社長(現任)

当社取締役就任(現任)

(注)３ ―

取締役  浅　山　弘　康 昭和22年１月８日

昭和44年４月

平成12年４月

 〃 14年５月

 

 〃 16年６月

 〃 17年４月

 〃 18年４月

 〃 19年６月

 〃 19年６月

 〃 22年６月

 〃 23年６月

株式会社熊本放送入社

　〃　ラジオ局長

株式会社アール・ケー・ケー・メディア

プランニング社長

株式会社熊本放送 取締役 ラジオ局長

　〃　取締役 社長室長

　〃　取締役 管理本部長

　〃　常務取締役 管理本部長

　〃　常務取締役 業務本部長

　〃　代表取締役社長(現任)

当社取締役就任(現任)

(注)３ ―

取締役 販売支配人 西　村　浩　二 昭和35年３月20日

昭和55年４月

平成18年９月

 〃 20年12月

 〃 22年12月

 

 〃 23年６月

 〃 25年５月

当社入社

 〃 販売副部長　販売支配人

 〃 販売部長　販売支配人

 〃 販売部長兼宿泊担当部長　販売支配

人兼宿泊支配人

 〃 取締役販売支配人兼宿泊支配人就任

〃 取締役販売支配人(現任)

(注)３ 20

取締役 管理本部長 岩　田　憲　二 昭和27年10月19日

昭和50年４月

平成11年３月

 〃 14年７月

 〃 19年６月

 〃 25年６月

当社入社

 〃 管理支配人

 〃 総務支配人

 〃 理事　管理本部長

 〃 取締役管理本部長就任(現任)

(注)３ ―
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役名 職名 氏名 生年月日 略歴 任期

所有
株式数
(株)

常任監査役  安　楽　純　一 昭和23年10月６日

昭和50年７月

平成11年３月

 〃 12年３月

 〃 14年７月

 〃 17年６月

 〃 21年６月

 〃 23年６月

当社入社

 〃 販売副部長

 〃 販売支配人

 〃 販売宴会予約支配人

 〃 取締役副総支配人就任

 〃 常務取締役総支配人就任

 〃 常任監査役就任(現任)

(注)４ 20

監査役  横　江　健　次 昭和30年９月26日

昭和54年４月

平成８年７月

 〃 11年６月

 〃 12年７月

 〃 14年６月

 〃 15年７月

 〃 17年７月

 〃 19年４月

 〃 19年７月

 〃 20年４月

 〃 22年４月

 

 〃 22年６月

 〃 23年４月

株式会社福岡銀行入行

　〃　人事部 人事企画グループ 課長

　〃　人事部 副部長

　〃　長崎支店長

　〃　東京本部 副本部長

　〃　東京事務所長

　〃　クオリティ統括部長

　〃　営業統括部長

　〃　営業推進部長

　〃　執行役員 筑豊地区本部長委嘱

株式会社熊本ファミリー銀行（現株式

会社熊本銀行）取締役常務執行役員

当社監査役就任(現任)

株式会社ふくおかフィナンシャルグ

ループ執行役員兼株式会社熊本ファミ

リー銀行（現株式会社熊本銀行）取締

役常務執行役員(現任)

(注)４ ―

監査役  甲　斐　隆　博 昭和26年４月25日

昭和50年４月

平成12年４月

 〃 13年６月

 〃 15年６月

 〃 18年６月

 〃 19年６月

 〃 20年６月

 〃 21年６月

 〃 25年６月

株式会社肥後銀行入行

　〃　理事福岡支店長兼福岡事務所長

　〃　取締役融資第二部長

　〃　常務取締役融資第二部長

　〃　専務取締役

　〃　専務取締役(代表取締役)

　〃　取締役副頭取(代表取締役)

　〃　取締役頭取(代表取締役)(現任)

当社監査役就任(現任)

(注)４ ―

計 430

  (注)１　取締役 與縄董氏、上野景昭氏、吉村浩平氏、長野和男氏、出田敬雄氏、古荘貴敏氏、本松賢氏、

須田貞則氏、藤井章生氏、榎田孝明氏、久我彰登氏、及び浅山弘康氏は、社外取締役であります。

　　２　監査役 横江健次氏及び甲斐隆博氏は、社外監査役であります。

　　３　取締役の任期は、平成25年３月期に係る定時株主総会終結の時から平成27年３月期に係る定時株主総会終結の時までで

あります。

　　４　監査役の任期は、平成24年３月期に係る定時株主総会終結の時から平成28年３月期に係る定時株主総会終結の時までで

あります。
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６ 【コーポレート・ガバナンスの状況等】

(1) 【コーポレート・ガバナンスの状況】

①　会社の機関の内容及び内部統制システムの整備の状況

イ　会社の機関の基本説明

取締役会は、定例の取締役会を３ヶ月に１回開催し、重要事項の決定ならびに取締役の業務執行状況の監

視等を行っております。

当社は監査役制度を採用しており、適法性監査の為、監査役は取締役会に出席しております。常任監査役

は、毎週開催の決定連絡会議(社内取締役、各部門の代表、各マネージャー及び料理長参加)へ出席し、内部統

制システムの整備状況の監査を行っております。又、取締役・使用人の職務の執行が法令および定款に適合

することを確保するため、コンプライアンス委員会を設置いたします。

ロ　会社の機関の内容及び内部統制システムの整備の状況

当社の内部統制システムといたしましては、決定連絡会議において数々の問題点等を提起し、迅速な対応

方法等を決定し、各部門の所属長へ指示しております。また、月１回開催の職場長会議（社内取締役、各部門

の課長代理以上、各マネージャー及び料理長参加）の席において、問題点等の解決状況等、具体的な内容が

発表され、問題点等を全社で共有し討議しております。コンプライアンス委員会につきましては、社長を委

員長とし、コンプライアンス推進担当者を置き、全体の統括・推進する体制をとることといたします。

ハ　内部監査及び監査役監査の状況

監査役への報告体制およびその他監査役の監査が実効的に行われることを確保するための体制として取

締役会は会社に著しい損害を及ぼすおそれのある事実があることを発見したときは、法令に従い直ちに監

査役に報告することとし、常任監査役は取締役会の他、重要な意思決定の過程および業務の執行状況を把握

するため、決定連絡会議などの重要な会議に出席するとともに主要な稟議書その他業務執行に関する重要

な文書を閲覧し、必要に応じて取締役または使用人にその説明を求めることとしております。

現在、監査役の職務を補助すべき使用人はおりませんが、必要に応じて監査役の業務補助のため、監査役

スタッフを置くこととし、その人事につきましては取締役と監査役が意見交換を行うことといたします。

ニ　会計監査の状況

　当社の会計監査業務を執行した公認会計士は、荒木幸介氏および立石和裕氏であり、両名は、くまもと監査

法人に所属しております。当社の会計監査業務にかかる補助者は、公認会計士２名、公認会計士試験合格者

１名であります。

ホ　社外取締役及び社外監査役との関係

社外取締役及び社外監査役と当社との人的関係、資本的関係又は取引関係その他の利害関係は通常の取

引を除き特にありません。
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②　リスク管理体制の整備の状況

当社は損失の危険の管理に関する規程その他の体制として環境・安全リスクを専管する組織として、社長が

議長である「ＲＣ推進会議」を設け、下部組織として「環境保全委員会」「労働安全委員会」「食品衛生委員

会」を設置し担当部門が専門的な立場から、環境面・安全面・衛生面での監査を行うことといたします。経理

面においては、各所属長による自立的な管理を基本としつつ経理部門が計数的な管理を行っております。当社

は有事においては社長を本部長とする「緊急対策本部」が統括して危機管理にあたることとしております。特

に建物の火災及び飲食物の食中毒に関して、常に注意を払っており、管理体制の強化に努めております。

建物の火災に対する管理体制につきましては、ご来館頂くお客様等の安全をお守りする為、防火管理者を長

とする自衛消防隊を組織し、年２回実施している消防訓練等で、従業員の防災に対する意識付けを常日頃から

行っております。また、建物の安全性向上からも火災設備等の保守点検を外部業者へ依頼し、専門家の意見等を

取り入れております。

飲食物の食中毒に対する管理体制といたしましては、ご提供する料理等の安全性を確保する為、食材の検査

及び食品の検査を外部機関に依頼し、得られた結果によっては食材の選別の参考としております。また、従業員

への食中毒に関する教育は検査結果等をもとに、適宜実施し意識付けに力を注いでおり、調理従事者の労働安

全衛生法上の検査等も適宜実施しております。

③　役員報酬の内容

当社の取締役に支払った報酬の額は、当期において17名に48,184千円（うち社外取締役12名6,600千円）で

あります。また、当社の監査役に支払った報酬の額は、当期において３名に8,040千円（うち社外監査役２名　

1,200千円）であります。

④　取締役の定数

当社の取締役は25名以内とする旨を定款で定めております。

⑤　株主総会の特別決議要件

当社は、株主総会の円滑な運営を行うことを目的として、会社法第309条第２項に定める株主総会の特別決議

要件について、議決権を行使することができる株主の議決権の３分の１以上を有する株主が出席し、その議決

権の３分の２以上をもって行う旨を定款で定めております。

(2) 【監査報酬の内容等】

① 【監査公認会計士等に対する報酬の内容】

 

前事業年度 当事業年度

監査証明業務に
基づく報酬(千円)

非監査業務に
基づく報酬(千円)

監査証明業務に
基づく報酬(千円)

非監査業務に
基づく報酬(千円)

7,300 ― 7,300 ―

② 【その他重要な報酬の内容】

該当事項はありません。

③ 【監査公認会計士等の提出会社に対する非監査業務の内容】

該当事項はありません。

④ 【監査報酬の決定方針】

当社のくまもと監査法人に対する監査報酬の決定方針は、当該監査法人の独立性を担保するため、監査日

数、当社の規模・特性等の要素を勘案して適切に決定されております。
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第５ 【経理の状況】

１　財務諸表の作成方法について

当社の財務諸表は、「財務諸表等の用語、様式及び作成方法に関する規則」(昭和38年大蔵省令第59号。以下「財

務諸表等規則」という。)に基づいて作成しております。

 

２　監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、事業年度(平成24年４月１日から平成25年３月31

日まで)の財務諸表について、くまもと監査法人による監査を受けております。

 

３　連結財務諸表について

当社は子会社がありませんので、連結財務諸表を作成しておりません。
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１【財務諸表等】
(1)【財務諸表】
①【貸借対照表】

(単位：千円)

前事業年度
(平成24年３月31日)

当事業年度
(平成25年３月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 288,744 248,345

売掛金 194,147 193,029

商品 2,115 2,230

原材料 29,679 26,430

貯蔵品 5,666 5,478

前払費用 12,986 12,370

繰延税金資産 17,933 17,084

その他 20,542 24,144

貸倒引当金 △21,188 △17,262

流動資産合計 550,627 511,851

固定資産

有形固定資産

建物 8,787,844 8,798,347

減価償却累計額 △5,681,639 △5,860,238

建物（純額） 3,106,205 2,938,108

構築物 74,715 75,075

減価償却累計額 △48,735 △50,623

構築物（純額） 25,979 24,451

機械及び装置 163,500 170,425

減価償却累計額 △135,461 △138,916

機械及び装置（純額） 28,039 31,509

車両運搬具 13,307 13,307

減価償却累計額 △9,567 △10,886

車両運搬具（純額） 3,740 2,420

工具、器具及び備品 879,201 877,416

減価償却累計額 △692,525 △727,520

工具、器具及び備品（純額） 186,675 149,895

土地 231,353 231,353

有形固定資産合計 ※1
 3,581,993

※1
 3,377,739

無形固定資産

ソフトウエア 3,277 5,546

電話加入権 2,538 2,538

無形固定資産合計 5,815 8,084
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(単位：千円)

前事業年度
(平成24年３月31日)

当事業年度
(平成25年３月31日)

投資その他の資産

投資有価証券 22,251 24,994

長期前払費用 10,122 6,365

差入保証金 12,918 12,918

繰延税金資産 126,606 111,623

その他 12,202 12,202

貸倒引当金 △8,800 △9,450

投資その他の資産合計 175,301 158,653

固定資産合計 3,763,110 3,544,478

資産合計 4,313,738 4,056,329

負債の部

流動負債

買掛金 167,065 158,765

短期借入金 ※1
 380,000

※1
 380,000

1年内返済予定の長期借入金 ※1
 717,676

※1
 669,544

未払金 75,116 70,889

未払費用 145,024 124,878

未払法人税等 10,939 6,523

未払消費税等 32,536 22,665

前受金 23,316 28,252

預り金 13,923 10,612

賞与引当金 26,438 24,794

その他の引当金 4,184 4,338

その他 2,222 2,330

流動負債合計 1,598,443 1,503,593

固定負債

長期借入金 ※1
 1,451,444

※1
 1,281,900

退職給付引当金 341,838 302,658

役員退職慰労引当金 37,249 42,433

受入保証金 20,463 20,463

固定負債合計 1,850,994 1,647,454

負債合計 3,449,437 3,151,048
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(単位：千円)

前事業年度
(平成24年３月31日)

当事業年度
(平成25年３月31日)

純資産の部

株主資本

資本金 960,000 960,000

利益剰余金

その他利益剰余金

繰越利益剰余金 △95,949 △56,747

利益剰余金合計 △95,949 △56,747

株主資本合計 864,050 903,252

評価・換算差額等

その他有価証券評価差額金 250 2,028

評価・換算差額等合計 250 2,028

純資産合計 864,300 905,281

負債純資産合計 4,313,738 4,056,329

EDINET提出書類

株式会社熊本ホテルキャッスル(E04551)

有価証券報告書

24/49



②【損益計算書】
(単位：千円)

前事業年度
(自 平成23年４月１日
　至 平成24年３月31日)

当事業年度
(自 平成24年４月１日
　至 平成25年３月31日)

売上高 ※1
 3,731,059

※1
 3,485,346

売上原価 ※2
 1,187,293

※2
 1,063,230

売上総利益 2,543,766 2,422,115

販売費及び一般管理費

役員報酬 58,080 56,224

給料及び手当 736,162 709,393

賞与 91,214 54,284

法定福利及び厚生費 163,801 163,920

雑給 194,731 198,721

賞与引当金繰入額 26,438 24,794

役員退職慰労引当金繰入額 5,030 5,184

退職給付費用 48,009 59,641

水道光熱費 179,890 182,715

修繕維持費 75,550 79,681

業務委託費 77,426 79,316

租税公課 63,803 60,519

旅費交通費及び通信費 21,167 19,200

消耗品費 95,677 86,696

衛生費 45,789 43,766

販売促進費 92,389 73,258

支払手数料 98,168 97,481

貸倒引当金繰入額 3,991 －

減価償却費 236,653 229,847

その他の経費 85,602 80,222

販売費及び一般管理費合計 2,399,578 2,304,868

営業利益 144,187 117,246

営業外収益

受取利息 167 71

受取配当金 719 727

補助金収入 2,961 －

貸倒引当金戻入額 － 3,703

雑収入 11,964 8,170

営業外収益合計 15,812 12,672

営業外費用

支払利息 56,484 51,074

雑損失 2,926 3,293

営業外費用合計 59,411 54,367

経常利益 100,588 75,551
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(単位：千円)

前事業年度
(自 平成23年４月１日
　至 平成24年３月31日)

当事業年度
(自 平成24年４月１日
　至 平成25年３月31日)

特別損失

固定資産除却損 ※3
 523

※3
 920

投資有価証券評価損 2,150 －

特別損失合計 2,673 920

税引前当期純利益 97,915 74,631

法人税、住民税及び事業税 40,658 20,554

法人税等調整額 29,311 14,874

法人税等合計 69,970 35,429

当期純利益 27,944 39,201
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③【株主資本等変動計算書】
(単位：千円)

前事業年度
(自 平成23年４月１日
　至 平成24年３月31日)

当事業年度
(自 平成24年４月１日
　至 平成25年３月31日)

株主資本

資本金

当期首残高 960,000 960,000

当期変動額

当期変動額合計 － －

当期末残高 960,000 960,000

利益剰余金

その他利益剰余金

繰越利益剰余金

当期首残高 △123,894 △95,949

当期変動額

当期純利益 27,944 39,201

当期変動額合計 27,944 39,201

当期末残高 △95,949 △56,747

利益剰余金合計

当期首残高 △123,894 △95,949

当期変動額

当期純利益 27,944 39,201

当期変動額合計 27,944 39,201

当期末残高 △95,949 △56,747

株主資本合計

当期首残高 836,105 864,050

当期変動額

当期純利益 27,944 39,201

当期変動額合計 27,944 39,201

当期末残高 864,050 903,252

評価・換算差額等

その他有価証券評価差額金

当期首残高 51 250

当期変動額

株主資本以外の項目の当期変動額（純
額）

198 1,778

当期変動額合計 198 1,778

当期末残高 250 2,028

評価・換算差額等合計

当期首残高 51 250

当期変動額

株主資本以外の項目の当期変動額（純
額）

198 1,778

当期変動額合計 198 1,778

当期末残高 250 2,028
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(単位：千円)

前事業年度
(自 平成23年４月１日
　至 平成24年３月31日)

当事業年度
(自 平成24年４月１日
　至 平成25年３月31日)

純資産合計

当期首残高 836,156 864,300

当期変動額

当期純利益 27,944 39,201

株主資本以外の項目の当期変動額（純額） 198 1,778

当期変動額合計 28,143 40,980

当期末残高 864,300 905,281
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④【キャッシュ・フロー計算書】
(単位：千円)

前事業年度
(自 平成23年４月１日
　至 平成24年３月31日)

当事業年度
(自 平成24年４月１日
　至 平成25年３月31日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税引前当期純利益 97,915 74,631

減価償却費 236,653 229,847

有形固定資産除却損 523 920

長期前払費用償却額 4,657 5,014

貸倒引当金の増減額（△は減少） 3,970 △3,275

賞与引当金の増減額（△は減少） △2,894 △1,644

その他の引当金の増減額（△は減少） △1,802 154

役員退職慰労引当金の増減額（△は減少） △10,216 5,184

退職給付引当金の増減額（△は減少） △1,955 △39,179

受取利息及び受取配当金 △886 △798

支払利息 56,484 51,074

投資有価証券評価損益（△は益） 2,150 －

売上債権の増減額（△は増加） △3,908 1,117

たな卸資産の増減額（△は増加） △4,321 3,320

その他の流動資産の増減額（△は増加） 4,072 △3,601

仕入債務の増減額（△は減少） △6,247 △8,299

未払消費税等の増減額（△は減少） 42,694 △9,870

その他の流動負債の増減額（△は減少） 6,394 △20,804

小計 423,284 283,790

利息及び配当金の受取額 886 798

利息の支払額 △55,787 △50,730

法人税等の支払額 △74,187 △24,690

営業活動によるキャッシュ・フロー 294,195 209,167

投資活動によるキャッシュ・フロー

定期預金の払戻による収入 15,000 －

投資有価証券の取得による支出 △6 △6

有形固定資産の取得による支出 △307,231 △28,357

無形固定資産の取得による支出 △2,450 △3,526

敷金の差入による支出 △67 －

長期前払費用の取得による支出 △476 －

投資活動によるキャッシュ・フロー △295,231 △31,890

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入れによる収入 890,000 1,220,000

短期借入金の返済による支出 △790,000 △1,220,000

長期借入れによる収入 557,000 500,000

長期借入金の返済による支出 △758,076 △717,676

財務活動によるキャッシュ・フロー △101,076 △217,676

現金及び現金同等物に係る換算差額 － －

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △102,112 △40,399

現金及び現金同等物の期首残高 282,856 180,744

現金及び現金同等物の期末残高 180,744 140,345
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【注記事項】

(重要な会計方針)

１　有価証券の評価基準及び評価方法

その他有価証券

　　　　時価のあるもの……決算日の市場価格等に基づく時価法(評価差額は全部純資産直入法により処理し、売却原価
は移動平均法により算定)

　　　　時価のないもの……移動平均法による原価法
 

２　たな卸資産の評価基準及び評価方法

評価基準は原価法（収益性の低下による簿価切り下げの方法）によっております。

商品、原材料……最終仕入原価法
貯蔵品……先入先出法

 

３　固定資産の減価償却の方法

(1) 有形固定資産（リース資産を除く）

定額法を採用しております。
なお、耐用年数については、法人税法に規定する方法と同一の基準によっております。
但し建物については、会社基準(平成10年度税制改正前)の耐用年数を適用しております。
また、残存価額については、平成19年度税制改正前の基準によっております。

(2) 無形固定資産（リース資産を除く）

定額法を採用しております。
なお、耐用年数については、法人税法に規定する方法と同一の基準によっております。
但し自社利用のソフトウェアについては、社内における利用可能期間(５年)に基づく定額法を採用してお
ります。

(3) 長期前払費用

定額法を採用しております。
なお、償却期間については、法人税法に規定する方法と同一の基準によっております。
 

４　引当金の計上基準

(1) 貸倒引当金

売掛金等の債権の貸倒れによる損失に備えるため、一般債権については貸倒実績率により、貸倒懸念債権等
特定の債権については個別に回収可能性を検討し、回収不能見積額を計上しております。

(2) 賞与引当金

従業員に対する賞与の支給にあてるため、実際支給見込額基準により計上しております。

(3) その他の引当金（商品券回収損引当金）

当社が発行している商品券の未回収分について、一定期間経過後収益に計上したものに対する将来の回収
に備えるため、過去の実績に基づく将来の回収見込額を計上しております。

(4) 退職給付引当金

従業員の退職給付に備えるため、当事業年度末における退職給付債務の見積額に基づき計上しております。
なお、会計基準変更時差異(225,811千円)については、15年による均等額を費用処理しております。

(5) 役員退職慰労引当金

役員の退職慰労金の支出に備えるため、役員退職慰労に関する内規に基づく期末要支給額を計上しており
ます。
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５　キャッシュ・フロー計算書における資金の範囲

キャッシュ・フロー計算書における資金(現金及び現金同等物)は、手許現金、随時引き出し可能な預金及び容
易に換金可能であり、かつ、価値の変動について僅少なリスクしか負わない取得日から３ヶ月以内に償還期限の
到来する短期投資からなっております。

 

６　その他財務諸表作成のための基本となる重要な事項

消費税等の会計処理……税抜方式によっております。

 

 

(貸借対照表関係)

※１　担保資産及び担保付債務

担保に供している資産は次のとおりであります。

 
前事業年度

(平成24年３月31日)
当事業年度

(平成25年３月31日)

土地 231,353千円 231,353千円

建物 3,067,962 2,903,376

機械及び装置 4,613 6,366

計 3,303,930 3,141,096

担保付債務は次のとおりであります

 
前事業年度

(平成24年３月31日)
当事業年度

(平成25年３月31日)

長期借入金 1,435,044千円 1,245,700千円

１年内返済予定の長期借入金 714,076 659,344

短期借入金 380,000 380,000

計 2,529,120 2,285,044

 

２　当社は、運転資金の効率的な調達を行うため取引銀行２行と当座貸越契約を締結しております。
当座貸越契約に係る借入金未実行残高等は次のとおりであります。

 
前事業年度

(平成24年３月31日)
当事業年度

(平成25年３月31日)

当座貸越極度額 400,000千円 400,000千円

借入実行残高 230,000 230,000

差引額 170,000 170,000

 

 

(損益計算書関係)

※１　売上高の収入別状況は、次のとおりであります。

 
前事業年度

(自  平成23年４月１日
至  平成24年３月31日)

当事業年度
(自  平成24年４月１日
至  平成25年３月31日)

室料収入 398,262千円 420,638千円

料理収入 1,909,289 1,796,731

飲料収入 436,437 419,222

その他の収入 987,069 848,753

計 3,731,059 3,485,346
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※２　売上原価の内訳は、次のとおりであります。

 
前事業年度

(自  平成23年４月１日
至  平成24年３月31日)

当事業年度
(自  平成24年４月１日
至  平成25年３月31日)

料理原価 623,960千円 574,742千円

飲料原価 113,603 110,210

その他原価 449,729 378,277

計 1,187,293 1,063,230

 

※３　固定資産の除却損の内訳は次のとおりであります。

 
前事業年度

(自  平成23年４月１日
至  平成24年３月31日)

当事業年度
(自  平成24年４月１日
至  平成25年３月31日)

工具器具備品除却損他 　　　　　　523千円 920千円

 

(株主資本等変動計算書関係)

前事業年度(自　平成23年４月１日　至　平成24年３月31日）

１　発行済株式に関する事項

株式の種類 当事業年度期首 増加 減少 当事業年度末

普通株式(株) 96,000 ― ― 96,000

 
 

２　自己株式に関する事項

該当事項はありません。
 

３　新株予約権等に関する事項

該当事項はありません。
 

４　配当に関する事項

　(1) 配当金支払額

該当事項はありません。
 

　(2) 基準日が当事業年度に属する配当のうち、配当の効力発生日が翌事業年度となるもの

該当事項はありません。

 

当事業年度(自　平成24年４月１日　至　平成25年３月31日）

１　発行済株式に関する事項

株式の種類 当事業年度期首 増加 減少 当事業年度末

普通株式(株) 96,000 ― ― 96,000

 
 

２　自己株式に関する事項

該当事項はありません。
 

３　新株予約権等に関する事項

該当事項はありません。
 

４　配当に関する事項

　(1) 配当金支払額

該当事項はありません。
 

　(2) 基準日が当事業年度に属する配当のうち、配当の効力発生日が翌事業年度となるもの

該当事項はありません。

(キャッシュ・フロー計算書関係)

現金及び現金同等物の期末残高と貸借対照表に掲記されている科目の金額との関係
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前事業年度

(自  平成23年４月１日
至  平成24年３月31日)

当事業年度
(自  平成24年４月１日
至  平成25年３月31日)

現金及び預金勘定 288,744千円 248,345千円

預入期間が３か月を超える定期預金 △108,000千円 △108,000千円

現金及び現金同等物 180,744千円 140,345千円

 

(リース取引関係)

リース取引開始日が平成20年３月31日以前の所有権移転外ファイナンス・リース取引（通常の賃貸借取引に
係る方法に準じた会計処理によっているもの）

①リース物件の取得価額相当額、減価償却累計額相当額及び期末残高相当額

前事業年度(平成24年３月31日)

 工具、器具及び備品 (千円) 合計 (千円)

取得価額相当額 3,798 3,798

減価償却累計額相当額 2,278 2,278

期末残高相当額 1,519 1,519

 

当事業年度(平成25年３月31日)

 工具、器具及び備品 (千円) 合計 (千円)

取得価額相当額 3,798 3,798

減価償却累計額相当額 3,038 3,038

期末残高相当額 759 759

 
 
②未経過リース料期末残高相当額

 
前事業年度

(平成24年３月31日)
当事業年度

(平成25年３月31日)

１年以内 759千円 759千円

１年超 759千円 －千円

合計 1,519千円 759千円

(注)　取得価額相当額及び未経過リース料期末残高相当額は、有形固定資産の期末残高等に占める未経過リース料期末残

高の割合が低いため、旧財務諸表等規則第８条の６第２項の規定に基づき、支払利子込み法により算定していま

す。

 

③支払リース料及び減価償却費相当額

 
前事業年度

(自  平成23年４月１日
至  平成24年３月31日)

当事業年度
(自  平成24年４月１日
至  平成25年３月31日)

支払リース料 759千円 759千円

減価償却費相当額 759千円 759千円

 

④減価償却費相当額の算定方法

リース期間を耐用年数とし、残存価額を零とする定額法によっています。
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(金融商品関係)

１．金融商品の状況に関する事項

⑴ 金融商品に対する取組方針
当社は、資金運用については短期的な預金等に限定し、銀行等金融機関からの借入により資金を調達しております。

⑵ 金融商品の内容及びそのリスク
営業債権である受取手形及び売掛金に係る顧客の信用リスクは、与信管理規程に沿ってリスク低減を図っております。ま

た、投資有価証券は主として株式であり、上場株式については半年ごとに時価の把握を行っております。

⑶ 金融商品に係るリスク管理体制
借入金の使途は運転資金（主として短期）及び設備投資資金（長期）であります。なお、デリバティブは内部管理規程に

従い、実需の範囲で行うこととしておりますが、取引はありません。

２．金融商品の時価等に関する事項
貸借対照表計上額、時価及びこれらの差額については、次のとおりであります。なお、時価を把握することが極めて困難と認

められるものは、次表には含めておりません（（注２）をご参照下さい。）

前事業年度(平成24年３月31日)

 貸借対照表計上額（＊） 時価（＊） 差額

⑴ 現金及び預金 288,744千円 288,744千円 －千円

⑵ 売掛金 194,147千円 194,147千円 －千円

⑶ 投資有価証券

その他有価証券 8,801千円 8,801千円 －千円

⑷ 買掛金 (167,065千円) (167,065千円) －千円

⑸ 短期借入金 (380,000千円) (380,000千円) －千円

⑹ 長期借入金 (2,169,120千円)(2,167,643千円) 1,476千円

（＊）　負債に計上されているものについては、（　）で示しております。

当事業年度(平成25年３月31日)

 貸借対照表計上額（＊） 時価（＊） 差額

⑴ 現金及び預金 248,345千円 248,345千円 －千円

⑵ 売掛金 193,029千円 193,029千円 －千円

⑶ 投資有価証券

その他有価証券 11,544千円 11,544千円 －千円

⑷ 買掛金 (158,765千円) (158,765千円) －千円

⑸ 短期借入金 (380,000千円) (380,000千円) －千円

⑹ 長期借入金 (1,951,444千円)(1,949,020千円) 2,423千円

（＊）　負債に計上されているものについては、（　）で示しております。

(注１)　金融商品の時価の算定方法並びに有価証券及びデリバティブ取引に関する事項

⑴ 現金及び預金、並びに⑵ 売掛金

これらは短期間で決済されるため、時価は帳簿価額にほぼ等しいことから、当該帳簿価額によっております。

⑶ 投資有価証券

これらの時価について、株式は取引所の価格によっております。

⑷ 買掛金、並びに⑸ 短期借入金

これらは短期間で決済されるため、時価は帳簿価額にほぼ等しいことから、当該帳簿価額によっております。

⑹ 長期借入金

長期借入金の時価については、元利金の合計額を同様の新規借入を行った場合に想定される利率で割り引いて算定する

方法によっております。

(注２)　時価を把握することが極めて困難と認められる金融商品の貸借対照表計上額

区分 平成24年３月31日 平成25年３月31日

非上場株式 13,450千円 13,450千円

上記については、市場価格がなく、時価を把握することが極めて困難と認められるため、「⑶ 投資有価証券　その他有価証

券」には含めておりません。
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(注３)　満期のある金銭債権の決算日後の償還予定額

前事業年度(平成24年３月31日)

 １年以内 １年超

現金及び預金 108,000千円 －千円

売掛金 194,147千円 －千円

合計 302,147千円 －千円

当事業年度(平成25年３月31日)

 １年以内 １年超

現金及び預金 108,000千円 －千円

売掛金 193,029千円 －千円

合計 301,029千円 －千円

(注４)　短期借入金及び長期借入金の決算日後の返済予定額

前事業年度(平成24年３月31日)

区分
１年超２年以内
(千円)

２年超３年以内
(千円)

３年超４年以内
(千円)

４年超５年以内
(千円)

５年超
(千円)

短期借入金 380,000 － － － －

長期借入金 586,744 425,600 267,800 123,300 48,000

当事業年度(平成25年３月31日)

区分
１年超２年以内
(千円)

２年超３年以内
(千円)

３年超４年以内
(千円)

４年超５年以内
(千円)

５年超
(千円)

短期借入金 380,000 － － － －

長期借入金 533,200 375,400 230,900 99,400 43,000

 

  

(有価証券関係)

その他有価証券

前事業年度(平成24年３月31日現在)

 種類 貸借対照表計上額 取得原価 差額

貸借対照表計上額が取得原価を超えるもの 株式 3,992千円 3,376千円 616千円

貸借対照表計上額が取得原価を超えないもの 株式 4,809千円 5,040千円 △230千円

 合計 8,801千円 8,416千円 385千円

当事業年度(平成25年３月31日現在)

 種類 貸借対照表計上額 取得原価 差額

貸借対照表計上額が取得原価を超えるもの 株式 11,544千円 8,422千円 3,121千円

貸借対照表計上額が取得原価を超えないもの 株式 －千円 －千円 －千円

 合計 11,544千円 8,422千円 3,121千円

(注) 　前事業年度において、その他有価証券で時価のない株式について減損処理を行い、投資有価証券評価損2,150千円を計上

しております。
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(デリバティブ取引関係)

当社は、デリバティブ取引を利用していないため該当事項はありません。

 

 

 

(退職給付関係)

１　採用している退職給付制度の概要
当社は、退職金規程に基づく退職一時金制度を採用しております。

 ２　退職給付債務及びその内訳

 
前事業年度

(平成24年３月31日)
当事業年度

(平成25年３月31日)

① 退職給付債務 △387,000千円 △332,766千円

 （内訳）   

② 会計基準変更時差異の未処理額 45,162千円 30,108千円

③ 退職給付引当金 △341,838千円 △302,658千円

(注) 　退職給付債務の算定にあたり、簡便法を採用しております。
 ３　退職給付費用の内訳

 
前事業年度

(自　平成23年４月１日
 自　平成24年３月31日)

当事業年度
(自　平成24年４月１日
 自　平成25年３月31日)

① 勤務費用 32,955千円 44,587千円

② 会計基準変更時差異の費用処理額 15,054千円 15,054千円

③ 退職給付費用 48,009千円 59,641千円

 ４　退職給付債務の計算基礎

 
前事業年度

(平成24年３月31日)
当事業年度

(平成25年３月31日)

① 退職給付見込額の期間配分方法 期間定額基準 期間定額基準

② 会計基準変更時差異の処理年数 15年 15年
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(税効果会計関係)

１　繰延税金資産の発生の主な原因別内訳

 
前事業年度

(平成24年３月31日)
当事業年度

(平成25年３月31日)

繰延税金資産   

　貸倒引当金 7,325千円 6,064千円

　未払事業税等 4,940千円 4,685千円

　退職給付引当金 119,643千円 105,930千円

役員退職慰労引当金 13,037千円 14,851千円

　賞与引当金 10,046千円 9,421千円

　減価償却費 7,097千円 6,784千円

　その他 7,681千円 7,495千円

繰延税金資産小計

評価性引当額

169,772千円

△25,097千円

155,234千円

△25,434千円

繰延税金資産合計 144,674千円 129,800千円

繰延税金負債   

　その他有価証券評価差額金 △134千円 △1,092千円

繰延税金負債合計 △134千円 △1,092千円

繰延税金資産純額 144,540千円 128,707千円

 
２　法定実効税率と税効果会計適用後の法人税等の負担率との間に重要な差異があるときの、当該差異の原因と
なった主要な項目別の内訳

 
前事業年度

(平成24年３月31日)
当事業年度

(平成25年３月31日)

法定実効税率 40.0％ 38.0％

(調整)   

交際費等永久に損金に算入されない項目 4.0％ 5.6％

住民税均等割等 3.7％ 4.8％

評価性引当額等の増加 0.8％ 1.1％

税率変更による期末繰延税金資産の減額修正 19.5％ －

その他 3.5％ △2.0％

税効果会計適用後の法人税等負担率 71.5％ 47.5％

 

 

 

(資産除去債務関係)

当社は、不動産賃借契約に基づき、店舗の退去時における原状回復に係る債務を有していますが、現時点に

おいて当該店舗から退去する予定はないため、当該債務に関連する賃借資産の使用期間が明確でなく、資産除

去債務を合理的に見積ることができません。そのため、当該債務に見合う資産除去債務を計上していません。
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(セグメント情報等)

　【セグメント情報】

１　報告セグメントの概要

当社の報告セグメントは、当社の構成単位のうち分離された財務情報が入手可能であり、取締役会が、経営資

源の配分の決定及び業績を評価するため、定期的に検討を行う対象となっているものであります。

当社の事業は、内外賓客の宿泊貸席及び宴会等のホテルの営業(国際観光ホテル整備法によるホテル業)を主

として行っております。

したがって、ホテルと館外部門の２つを報告セグメントとしております。

ホテルは、内外賓客の宿泊貸席及び宴会等のホテルの営業をしており、館外部門は、館外店舗での料理、飲物の

提供等をしております。

２　報告セグメントごとの売上高、利益又は損失、資産、負債その他の項目の金額の算定方法

報告されている事業セグメントの会計処理の方法は、「重要な会計方針」における記載と同一であります。

３　報告セグメントごとの売上高、利益又は損失、資産、負債その他の項目の金額に関する情報

前事業年度(自　平成23年４月１日　至　平成24年３月31日)

 
報告セグメント

財務諸表計上額
ホテル 館外部門

外部顧客への売上高 3,234,676千円 496,383千円 3,731,059千円

セグメント利益 127,618千円 16,568千円 144,187千円

セグメント資産 －千円 －千円 －千円

セグメント負債 －千円 －千円 －千円

その他の項目    

　減価償却費 231,085千円 5,568千円 236,653千円

　有形固定資産及び
　無形固定資産の増加額

46,674千円 2,211千円 48,885千円

(注) １ 「セグメント利益」は、営業利益を記載しております。

２ 「セグメント資産」及び「セグメント負債」は、算出が困難で取締役会に報告されておりませんので、記載しておりま

せん。

当事業年度(自　平成24年４月１日　至　平成25年３月31日)

 
報告セグメント

財務諸表計上額
ホテル 館外部門

外部顧客への売上高 3,039,190千円 446,156千円 3,485,346千円

セグメント利益 113,607千円 3,639千円 117,246千円

セグメント資産 －千円 －千円 －千円

セグメント負債 －千円 －千円 －千円

その他の項目    

　減価償却費 224,130千円 5,716千円 229,847千円

　有形固定資産及び
　無形固定資産の増加額

22,813千円 3,700千円 26,513千円

(注) １ 「セグメント利益」は、営業利益を記載しております。

２ 「セグメント資産」及び「セグメント負債」は、算出が困難で取締役会に報告されておりませんので、記載しておりま

せん。
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【関連情報】

前事業年度(自　平成23年４月１日　至　平成24年３月31日)

１　製品及びサービスごとの情報
当社の事業は、内外賓客の宿泊貸席及び宴会等のホテルの営業(国際観光ホテル整備法によるホテル業)を主と
して行っておりますので、当該事項を記載することが困難であります。

２　地域ごとの情報

(1) 売上高
本邦の外部顧客への売上高に区分した金額が損益計算書の90％を超えるため、地域ごとの売上高の記載を省
略しております。

(2) 有形固定資産
本邦に所在している有形固定資産の金額が貸借対照表の有形固定資産の金額の90％を超えるため、地域ごと
の有形固定資産の記載を省略しております。

３　主要な顧客ごとの情報
外部顧客への売上高のうち、損益計算書の売上高の10％以上を占める相手先がないため、記載はありません。

 
当事業年度(自　平成24年４月１日　至　平成25年３月31日)

１　製品及びサービスごとの情報
当社の事業は、内外賓客の宿泊貸席及び宴会等のホテルの営業(国際観光ホテル整備法によるホテル業)を主と
して行っておりますので、当該事項を記載することが困難であります。

２　地域ごとの情報

(1) 売上高
本邦の外部顧客への売上高に区分した金額が損益計算書の90％を超えるため、地域ごとの売上高の記載を省
略しております。

(2) 有形固定資産
本邦に所在している有形固定資産の金額が貸借対照表の有形固定資産の金額の90％を超えるため、地域ごと
の有形固定資産の記載を省略しております。

３　主要な顧客ごとの情報
外部顧客への売上高のうち、損益計算書の売上高の10％以上を占める相手先がないため、記載はありません。

 

　【報告セグメントごとの固定資産の減損損失に関する情報】

該当事項はありません。

 　【報告セグメントごとののれんの償却額及び未償却残高に関する情報】

該当事項はありません。

 　【報告セグメントごとの負ののれん発生益に関する情報】

該当事項はありません。
 

 

(持分法損益等)

１　関連会社に関する事項

該当事項はありません。

２　開示対象特別目的会社に関する事項

該当事項はありません。
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【関連当事者情報】

１　関連当事者との取引

財務諸表提出会社と関連当事者の取引

財務諸表提出会社の役員及び主要株主(個人の場合に限る。)等

前事業年度(自　平成23年４月１日　至　平成24年３月31日)

種類
会社等の名
称

又は氏名
所在地

資本金又
は出資金
(千円)

事業の内容
又は職業

議決権等の所有
(被所有)割合
(％)

関連当事者
との関係

取引の内容 取引金額

役員 斉藤隆士 ─ ─
当社代表
取締役

(被所有)

直接0.0
─ 被保証債務残高 141,920千円

(注)　１．上記金額のうち、取引金額には消費税等は含まれておりません。

２．取引の内容は、借入金の一部の連帯保証であり、それに係る保証料の支払いはありません。

 

当事業年度(自　平成24年４月１日　至　平成25年３月31日)

種類
会社等の名
称

又は氏名
所在地

資本金又
は出資金
(千円)

事業の内容
又は職業

議決権等の所有
(被所有)割合
(％)

関連当事者
との関係

取引の内容 取引金額

役員 斉藤隆士 ─ ─
当社代表
取締役

(被所有)

直接0.0
─ 被保証債務残高 66,844千円

(注)　１．上記金額のうち、取引金額には消費税等は含まれておりません。

２．取引の内容は、借入金の一部の連帯保証であり、それに係る保証料の支払いはありません。

２　親会社又は重要な関連会社に関する注記

該当事項はありません。
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(１株当たり情報)

 
前事業年度

(自　平成23年４月１日
至　平成24年３月31日)

当事業年度
(自　平成24年４月１日
至　平成25年３月31日)

１株当たり純資産額 9,003.13円１株当たり純資産額 9,430.01円

１株当たり当期純利益 291.09円１株当たり当期純利益 408.35円

　なお、潜在株式調整後１株当たり当期純利益金額につい

ては、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

 

　なお、潜在株式調整後１株当たり当期純利益金額につい

ては、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

 

(注)　算定上の基礎

１　１株当たり純資産額

 
前事業年度

(平成24年３月31日)
当事業年度

(平成25年３月31日)

貸借対照表の純資産の部の合計額(千円) 864,300 905,281

普通株式に係る純資産額(千円) 864,300 905,281

普通株式の発行済株式数(株) 96,000 96,000

１株当たり純資産額の算定に
用いられた普通株式の数(株)

96,000 96,000

２　１株当たり当期純利益金額

 
前事業年度

(自　平成23年４月１日
至　平成24年３月31日)

当事業年度
(自　平成24年４月１日
至　平成25年３月31日)

当期純利益(千円) 27,944 39,201

普通株主に帰属しない金額(千円) ─ ─

普通株式に係る当期純利益(千円) 27,944 39,201

普通株式の期中平均株式数(株) 96,000 96,000

 

 

(重要な後発事象)

該当事項はありません。
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⑤ 【附属明細表】

【有価証券明細表】

【株式】

 

銘柄 株式数(株) 貸借対照表計上額(千円)

(投資有価証券)   

　その他有価証券   

　　㈱ふくおかフィナンシャルグループ 22,000 10,864

　　㈱肥後銀行 9,830 5,908

　　熊本空港ビルディング㈱ 400 4,000

　　菊陽緑化興産㈱ 150 2,150

　　三井住友トラスト・ホールディングス㈱ 4,000 1,772

　　㈱地域経済センター 3 300

計 36,383 24,994

 

【有形固定資産等明細表】

 

資産の種類
当期首残高
(千円)

当期増加額
(千円)

当期減少額
(千円)

当期末残高
(千円)

当期末減価
償却累計額
又は償却累
計額(千円)

当期償却額
(千円)

差引当期末
残高(千円)

有形固定資産        

　建物 8,787,84410,503 ― 8,798,3475,860,238178,5992,938,108

　構築物 74,715 1,200 840 75,07550,6232,32224,451

　機械及び装置 163,5006,924 ― 170,425138,9163,45431,509

　車両運搬具 13,307 ― ― 13,30710,8861,319 2,420

　工具、器具及び備品 879,2017,885 9,671877,416727,52044,151149,895

　土地 231,353 ― ― 231,353 ― ― 231,353

有形固定資産計 10,149,92326,51310,51110,165,9256,788,185229,8473,377,739

無形固定資産        

　ソフトウェア 5,404 3,526 ― 8,930 3,384 1,257 5,546

　電話加入権 2,538 ― ― 2,538 ― ― 2,538

無形固定資産計 7,943 3,526 ― 11,4693,384 1,257 8,084

長期前払費用 18,186 ― ― 18,18611,8213,757 6,365

(注)１　当期増加額の主な内訳

建　　　 　 　　物 ホテル吸収冷凍機オーバーホール 4,600千円
構 築 物 銀座桃花源サイン工事 1,200千円
機械及び装置 ホテル立体駐車場保全工事 2,161千円
工具、器具及び備品 ホテル２階宴会場スピーカー工事 1,521千円

　　２　当期減少額の主な内訳

構 築 物 銀座桃花源サイン工事 840千円
工具、器具及び備品 銀座桃花源製氷機 1,379千円
   

 

【社債明細表】

該当事項はありません。
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【借入金等明細表】

 

区分
当期首残高
(千円)

当期末残高
(千円)

平均利率
(％)

返済期限

短期借入金 380,000 380,000 2.14 ―

１年以内に返済予定の長期借入金 717,676 669,544 2.01 ―

１年以内に返済予定のリース債務 ― ― ― ―

長期借入金(１年以内に返済予定
のものを除く。)

1,451,4441,281,900 1.95
平成26年４月
～31年９月

リース債務（１年以内に返済予定
のものを除く。）

― ― ― ―

その他有利子負債 ― ― ― ―

合計 2,549,1202,331,444― ―

(注) １　平均利率については、期末借入金残高に対する加重平均利率を記載しております。

２　長期借入金(１年以内に返済予定のものを除く。)の貸借対照表日後５年内における返済予定額は以下のとおりであり

ます。

 

区分
１年超２年以内
(千円)

２年超３年以内
(千円)

３年超４年以内
(千円)

４年超５年以内
(千円)

５年超
(千円)

長期借入金 533,200 375,400 230,900 99,400 43,000

 

【引当金明細表】

 

区分
当期首残高
(千円)

当期増加額
(千円)

当期減少額
(目的使用)
(千円)

当期減少額
(その他)
(千円)

当期末残高
(千円)

貸倒引当金 29,988 1,484 221 4,538 26,712

賞与引当金 26,438 24,794 26,438 ― 24,794

その他の引当金

（商品券回収損引当金）
4,184 1,232 532 545 4,338

役員退職慰労引当金 37,249 5,184 ― ― 42,433

(注) １　貸倒引当金の「当期減少額(その他)」欄の金額は、一般債権の貸倒実績率による洗替額等であります。

２　商品券回収損引当金の「当期減少額(その他)」欄の金額は、回収率等の見直しに伴う戻入額であります。

 

【資産除去債務明細表】

該当事項はありません。
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(2) 【主な資産及び負債の内容】

当事業年度(平成25年３月31日)における主な資産及び負債の内容は次のとおりであります。

 

①　現金及び預金
 

区分 金額(千円)

現金 20,519

預金の種類 当座預金 98

 普通預金 119,727

 定期預金 108,000

 小計 227,825

合計 248,345

 

②　売掛金
 

相手先 金額(千円)

三井住友カード株式会社 16,932

株式会社鶴屋百貨店 12,779

東京エレクトロンＢＰ株式会社 5,752

三菱ＵＦＪニコス株式会社 5,595

株式会社ジェーシービー 5,331

その他 146,637

計 193,029

 

売掛金の発生及び回収並びに滞留状況
 

当期首残高(千円)
 
(Ａ)

当期発生高(千円)
 
(Ｂ)

当期回収高(千円)
 
(Ｃ)

当期末残高(千円)
 
(Ｄ)

回収率(％)
 

(Ｃ)
×100

(Ａ)＋(Ｂ)

滞留期間(日)
 (Ａ)＋(Ｄ) 
 ２  

 (Ｂ)  
 365  

194,147 3,042,0313,043,149 193,029 94.0 23.2

(注)　消費税等の会計処理は、税抜方式を採用しておりますが、上記金額には消費税等が含まれております。
 

③　商品

 

品名 金額(千円)

売店商品 1,826

煙草 403

計 2,230

 

④　原材料

 

品名 金額(千円)

食料品 17,418

飲料 9,012

計 26,430
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⑤　貯蔵品

 

区分 金額(千円)

消耗品類 5,478

計 5,478

 

⑥　買掛金

 

相手先 金額(千円)

株式会社トーホーフードサービス 10,593

株式会社丸菱 9,330

トクスイフーズ株式会社 6,553

瑞鷹株式会社 6,291

株式会社鶴屋百貨店 5,496

その他 120,500

計 158,765

 

⑦　退職給付引当金

 

区分 金額(千円)

未積立退職給付債務 332,766

会計基準変更時差異の未処理額 △30,108

合計 302,658

 

 

 

(3) 【その他】

該当事項はありません。
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第６ 【提出会社の株式事務の概要】

事業年度 ４月１日から３月31日まで

定時株主総会 ６月中

基準日 ３月31日

株券の種類 １株券　10株券　50株券　100株券

剰余金の配当の基準日 ３月31日

１単元の株式数 なし

株式の名義書換え  

　　取扱場所 熊本市中央区城東町４番２号　株式会社熊本ホテルキャッスル総務課

　　株主名簿管理人 なし

　　取次所 なし

　　名義書換手数料 ０円

　　新券交付手数料 50円

単元未満株式の買取り  

　　取扱場所 なし

　　株主名簿管理人 なし

　　取次所 なし

　　買取手数料 なし

公告掲載方法 熊本日日新聞

株主に対する特典 特記事項なし

(注)　当会社の株式を譲渡するには取締役会の承認を必要とする。
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第７ 【提出会社の参考情報】

１ 【提出会社の親会社等の情報】

当社には、金融商品取引法第24条の７第１項に規定する親会社等はありません。

 

２ 【その他の参考情報】

当事業年度の開始日から有価証券報告書提出日までの間に次の書類を提出しております。

 

(1) 有価証券報告書及びその添付書類

事業年度(第52期)(自　平成23年４月１日　至　平成24年３月31日)

平成24年６月25日九州財務局長に提出。

 

(2) 半期報告書

第53期中(自　平成24年４月１日　至　平成24年９月30日)

平成24年12月20日九州財務局長に提出。
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第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

該当事項はありません。
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独立監査人の監査報告書
 

 

平成25年６月26日

株式会社　熊本ホテルキャッスル

取締役会　御中

くまもと監査法人

 

指定社員
業務執行社員

 公認会計士　　荒　　木　　幸　　介　　㊞

 

指定社員
業務執行社員

 公認会計士　　立　　石　　和　　裕　　㊞

 

当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づく監査証明を行うため、「経理の状況」に掲げら
れている株式会社熊本ホテルキャッスルの平成24年４月１日から平成25年３月31日までの第53期事業年度の財務諸
表、すなわち、貸借対照表、損益計算書、株主資本等変動計算書、キャッシュ・フロー計算書、重要な会計方針、その他
の注記及び附属明細表について監査を行った。
 
財務諸表に対する経営者の責任
経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる企業会計の基準に準拠して財務諸表を作成し適正
に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない財務諸表を作成し適正に表示するため
に経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。
 
監査人の責任
当監査法人の責任は、当監査法人が実施した監査に基づいて、独立の立場から財務諸表に対する意見を表明するこ
とにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して監査を行った。監査の
基準は、当監査法人に財務諸表に重要な虚偽表示がないかどうかについて合理的な保証を得るために、監査計画を策
定し、これに基づき監査を実施することを求めている。
監査においては、財務諸表の金額及び開示について監査証拠を入手するための手続が実施される。監査手続は、当
監査法人の判断により、不正又は誤謬による財務諸表の重要な虚偽表示のリスクの評価に基づいて選択及び適用さ
れる。財務諸表監査の目的は、内部統制の有効性について意見表明するためのものではないが、当監査法人は、リスク
評価の実施に際して、状況に応じた適切な監査手続を立案するために、財務諸表の作成と適正な表示に関連する内部
統制を検討する。また、監査には、経営者が採用した会計方針及びその適用方法並びに経営者によって行われた見積
りの評価も含め全体としての財務諸表の表示を検討することが含まれる。
当監査法人は、意見表明の基礎となる十分かつ適切な監査証拠を入手したと判断している。
 
監査意見
当監査法人は、上記の財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認められる企業会計の基準に準拠して、株式
会社熊本ホテルキャッスルの平成25年３月31日現在の財政状態並びに同日をもって終了する事業年度の経営成績及
びキャッシュ・フローの状況をすべての重要な点において適正に表示しているものと認める。
 
利害関係
会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。
 

以  上
 
 
(※)１  上記は、監査報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社(有価証券報告書提出会社)が

別途保管しております。

２  財務諸表の範囲にはXBRLデータ自体は含まれていません。
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